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社　名 タクミ建設株式会社

代　表 代表取締役　岡村 誠

所在地 本社 本社:静岡県御前崎市池新田7696-1

倉庫・資材置場 倉庫・資材置場:静岡県御前崎市比木4680-1

残土・資材置場 残土・資材置場:静岡県御前崎市門屋1806-34他

事業内容 建築工事・土木工事・不動産事業

許可番号 建設業許可　　静岡県知事許可(特-29)第2521号 　平成29年7月20日許可

　　　　　　　　　 静岡県知事許可(般-24)第2521号 …　大工、とび・土工

許可の種類　　建築、土木、舗装、塗装、大工、とび・土工、管、水道施設、防水、解体

　　　　　　　　　 静岡県知事許可(般-25)第2521号 …　管

　

設 立 日

資 本 金 2,000万円

取引銀行 島田掛川信用金庫浜岡支店

島田掛川信用金庫浜岡北支店

静岡銀行御前崎中央支店

従 業 員 10名

本社床面積 467.94㎡

経営責任者 岡村　誠

環境管理責任者 髙木考一

連絡先 TEL: 0537-86-2300

FAX: 0537-86-7149

URL http://takumi-kensetsu.co.jp/

Mail info@takumi-kensetsu.co.jp

エコアクション21対象領域: 対象組織:タクミ建設株式会社(全社で取得) 本社、倉庫・資材置場、残土・資材置場

対象活動:建築工事、土木工事、不動産事業

【住宅、店舗、工場、事務所、アパート、木構造、鉄骨構造、建設設計、確認申請代
行業務、不動産（土地・建物全般）】

昭和51年7月9日

宅地建物取引業　: 静岡県知事(12)第4396号

残土(資材)置き場倉庫・資材置き場タクミ建設株式会社 本社
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企業誘致 

　

公共事業 

土木事業 

理想のまちづくりの基礎は道路、河川などの土木工事をはじめ、市営住宅、寮などの建築工事といった公共事業で
す。タクミ建設では、単に建物を造るという発想ではなく、周辺環境までを含めた広い視野で建設を捉えて地域貢献し
たいと考えています。私たちは、人と自然のさらなる調和を図るとともに、来るべき次代を見据え、常に快適であり続け
るまちづくりを追求しています。

自然環境への関心の高まりにともなって、土木のもつ役割も極めて重要になってきました。いま、土木は自然と共生し
ながら、人間が住むにふさわしい環境を創り出す有効な手段として改めて見直され、期待されています。

その地域の特性を理解し、その土地だけにしかない強みを独自の情報ネットワークと合わせ、未来像をいっしょに描き
ます。企業と地域の理想を融合させ、新しい地域活力を想像する。そのための土地探し、整備、施行を次の時代の一
歩を進める原動力として責任を持ってご提案いたします。

□ その地域が求めているものを見極め、紹介・支援。常にニーズとウォンツの双方を探り、土地探しから施行までを
トータルにサポートします。

□ 子どもたちの未来のまちを創りたい。
これからの時代を見据えた理想のまちづくりを推進するべく、地域に貢献してまいります。

□ 誰もがくらしやすいまち創り。
人々の生活を自然災害から守り、自然を壊すことなく、くらしやすい環境創りをめざしています。

イオンタウン / エイデンスーパーセンターカ
インズ吉田店

イオンタウン / マックスバリューコンコルド浜岡店

市営団地住宅 池新田幼稚園 遊戯室 北こども園園内北こども園外観

勝佐急傾斜地崩壊対策ポケットパーク東町海岸線筬川施工後
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和風住宅 

洋風住宅 

 

一般建設 

　　

  個性あふれる瀟洒な輸入住宅風のデザインや、洗練された都会的な洋風デザイン、アーティ
スティックなデザイナーズハウス風など、木造在来工法をベースに、暮らしを楽しむ工夫、便利
にする工夫を盛り込みながら、多彩なスタイルの住まいを実現。　完全フリープラン＆注文住宅
ならではのメリットを生かし、お客様の幅広いご要望に柔軟にお応えしています。

□ 大型店舗や工場、施設などにも、信頼と充実の機能性を提案。
使いやすさと快適性をそなえた信頼の施設建築をご提案します。

　より多くの人が使う、店舗などの商業施設、工場、寮などの大型施設。事業性の視点からご要望にあったデザインや機能性と
ともに、個人住宅の建設で培った経験を活かし、人が使いやすい快適性もご提案いたします。時代の流れや地域性をふまえた
トータル・プランニングで、ひとつ上の完成度の施設を造ります。

□ 木のぬくもりを感じる住まい。
木の温かみや心地よさ、柔らかな光、風、そして意匠。和の住まいならではの快適さをお届けします。

　木造在来工法の"和の住まい"からスタートした当社だけに、和風住宅はタクミ建設の原点で
す。優しい木の温もりや、格子を通して入ってくる柔らかな光と風、まっすぐな美しいラインで校
正される端正な意匠。古来より日本の気候風土に育まれ、形づくられた家づくりの伝統を生かし
つつ、お客様のご要望や敷地の形状・広さ・土地柄などに合わせた会心の和の住まいを提供し
ていきます。

□ お客様のこだわりをカタチに。
南欧風、英国風、北米風からモダンなデザイナーズ風まで、お客様の理想をカタチにしていきます。

木村鋳造所 御前崎ケーブルテレビ

丸啓鰹節 海岸第２工 生駒化学工業 事務所棟

丸啓鰹節本社

やまもも保育園 園舎
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■ 民間工事
◆ 株式会社 木村鋳造所　[工場増築・FM工場・機械加工工場・厚生棟・新加工工場・ショットブラスト棟]

◆ イオンタウン浜岡店

◆ スーパーセンターカインズ吉田店

◆ コンコルド　[浜岡店・菊川店・掛川店・笠井店・雄踏店・浜松於呂店]

◆ コンコルド袋井店寮

◆ カインズホーム大東店

◆ カインズホーム磐田店温室棟

◆ ラフォーレショッピングセンター[リベロ大東・あかのれん・ガスト・ウィンダーランド]

◆ エイケン工業 [社屋・第6工場]

◆ 丸啓鰹節 株式会社 海岸第2工場・本社新工場 ◆ 生駒化学工業事務所棟新築工事

◆ 東海サンド 株式会社 南川端工場増築 ◆ ㈱千代田テクノル浜岡営業所新築工事
◆ 日栄動力工業 株式会社 浜岡寮 ◆ くりばやし認定保育園新築工事
◆ 株式会社 ちば製作所 ◆ やまもも保育園園舎新築工事(建築主体)
◆ 高瀬ガーデンヒル分譲住宅

◆ 中遠調理師家政専門学校

◆ ベイシア電器榛原店

◆ 大和染工 株式会社 本社社屋

◆ スター精密 株式会社 第5工場

◆ カインズモール御前崎店

◆ 岡村化成佐倉工場

◆ 株式会社 アネスト相良工場

◆ 特別養護老人ホームはまひるがお

◆ 掛川信用金庫小笠支店

◆ 丸啓鰹節㈱白羽工業団地新工場

◆ 掛川信用金庫浜岡支店

■ 公共工事(建築工事)
◆ はまおかケーブルテレビ局舎 ◆ 御前崎市立図書館本館外壁改修工事

◆ 御前崎市営住宅朝比奈団地 ◆ 比木公民館体育館放射線防護対策工事

◆ 御前崎市営住宅大山団地 B棟・D棟 　
◆ 北こども園

◆ 池新田幼稚園遊戯室

■ 土木工事
<平成20年>

◆ まちづくり交付金事業 大山東町線　(7工区)改良 　 ◆ 池新田中央線防災・安全交付金(街路)工事
◆ 都市計画道路整備事業 東町海岸線　(4工区)改良 ◆ 下比木用水路改修工事

◆ 二級河川筬川河川改良 ◆ 白羽工業団地擁壁・外構工事
　 ◆ まちづくり交付金事業 東町海岸線(4工区)改良 ◆ 二級河川筬川豪雨対策緊急整備工事(河床掘削工)

◆ 市道整備事業 市道1324・1325号線新設
<平成22年> ◆ (国)150号原子力発電所関連道路整備事業工事その2
◆ まちづくり交付金事業 大山東町線　(5工区)改良舗装 ◆ 大兼配水場耐震化事業に係る市道4451号線改良工事
◆ 市道整備事業市道1324・1325号線新設

◆ 山田橋橋梁長寿命化修繕工事
◆ 池新田地区マンホール浮上抑制工事その2 ◆ 市道4451号線コンクリート舗装工事
◆ 落合川改修工事
<平成24年> ◆ (国)150号原子力発電所関連道路整備事業工事(道路拡幅工)

◆ 市道4067・4068号線改良工事 ◆ (国)150号社会資本整備総合交付金

◆ 新野上組用水路改修工事 (国道道路改築2次・広域)工事(擁壁工)

◆ 大山本町線県単独街路整備工事 ◆ (一)相良浜岡線防災・安全交付金(橋梁補修)工事(蔵知ヶ谷橋)

◆ 東町東海岸線改良舗装工事 ◆ 市道232号線改良舗装工事

◆ 市道4001号線側溝新設工事

■ 不動産開発
◆ 分譲住宅　緑ケ丘団地・青葉台団地

◆ リッセイ貸店舗　[ブックス禅・セブンイレブン浜岡店・フィッシングショップ浜岡店・]

◆ トヨタカローラ東海浜岡新車センター

◆ マクドナルド浜岡店

◆ カインズホーム大東店

◆ カインズホーム伊東店

◆ イオンタウン浜岡店

◆ スーパーセンターカインズ吉田店

◆ ラフォーレショッピングセンター　[リベロ大東・あかのれん・ガスト・ウィンダーランド]

◆ コンコルド [浜岡店・菊川店・雄踏店・笠井店・掛川店・浜松於呂店]

◆ カインズモール御前崎店

<平成28年>

<平成30年>
<平成23年>

<平成25年> <令和2年>

<平成26年>

<平成27年><平成21年>

<平成31年・令和元年>
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○当社は、環境に関する法規制及び協定を順守致します。

○社内においては、全従業員に、この環境方針及び必要事項を周知し、全社員参画による取組
を展開します。

制定 平成２３年　１２月２０日
タクミ建設株式会社
代表取締役　　岡村　誠　 　

　○当社は、環境マネジメントシステムに準拠し、環境に配慮した施工及び継続的な活動をいたします。

タクミ建設株式会社　環境経営方針

[環境経営理念]

　タクミ建設株式会社は、地域の環境及び住民の生活環境に配慮した施工に努め、

地球環境に対する環境負荷の低減にも積極的に取り組む企業を目指します。

[基本方針]

① 廃棄物削減及び再資源化推進

② CO2排出量の削減の為の省エネ活動

③ 節水活動による総排水量の削減

④ 事務用品等のグリーン購入の推進

⑤ 建設資材のグリーン購入の推進

⑥ 周辺環境に配慮した施工を推進

－６－



＜環境管理組織における機能＞
　　経営責任者

①環境経営全般に対しての責任と権限
②環境方針の作成と社員への周知
③全体の評価と見直し
④実施体制の構築
⑤環境管理責任者の任命
⑥活動に必要な資源の準備
⑦経営における課題とチャンスを明確にする

　　環境管理責任者
①環境経営活動の推進
②環境目標及び環境計画の作成
③環境経営推進会議の実施
④経営者への進捗報告

　　ＥＡ－２１活動事務局
①各部門のデータのまとめ
②活動計画の予実績管理
③環境負荷・環境への取組みの自己ﾁｪｯｸの実施
④環境管理責任者補佐
⑤法規制最新版管理
⑥文書・記録の管理

　　建築部門・土木部門・営業部門・経理部門
①環境計画の実施
②月別部門データの集計
③問題点の把握と是正の実施
④推進会議の出席
⑤従業員教育

（ｴｺリーダー） （ｴｺﾘｰﾀﾞｰ） （ｴｺリーダー）

ＥＡ－２１活動事務局
（総務部）

建築部門 土木部門

　

（代表取締役）

営業・経理部門

環境管理責任者
(総務部)

髙木　考一

経営責任者

　

坂本　好劍 杉田　岳大 岡村　八重美

岡村　誠

髙木　考一
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１．環境目標

率 目標 率 目標 率 目標 率 目標   

kg-CO2 57,635 -1% 57,059 -1.5% 56,770 -2% 56,482 -2.5% 56,194 　 　

購入電力 KWH 35,026 -1% 34,676 -1.5% 34,501 -2% 34,325 -2.5% 34,150 　 　

ガソリン L 12,041 -1% 11,921 -1.5% 11,860 -2% 11,800 -2.5% 11,740 　 　

軽油 L 4,940 -1% 4,891 -1.5% 4,866 -2% 4,841 -2.5% 4,817 　 　

kg-CO2/

百万円
84.2 -1% 83 -1.5% 83 -2% 83 -2.5% 82 　 　

発生量 kg 724 　 　

再使用量 kg 522

リサイクル
率

％ 69%

発生量 ｔ 858

再使用量 ｔ 813

リサイクル
率

％ 94.7%

件 10件

※令和2年度より、基準値として過去5年間の数値の平均値を採用することとした。

２．環境目標の実績

　

率 目標値 実績値    

kg-CO2 57,635 - 57,059 81,074 × 　 　 　

購入電力 ＫＷＨ 35,026 - 34,676 23,423 〇 　 　 　

ガソリン Ｌ 12,041 - 11,921 10,708 〇 　 　 　

軽油 L 4,940 - 4,891 17,184 × 　 　 　

kg-CO2/百

万円
84.2 - 83 119.0 × 　 　 　

百万円 820 　

総発生量 kg 724 - 717 626 〇 　　 　 　

再資源化量 kg 522 - 546 474 〇

リサイクル
率

% 69% - 70% 76% 〇  　 　

発生量 ｔ 858 829 　 　

再資源化量 ｔ 813 815 　 　

リサイクル
率

％ 94.7% 98.4% 〇 　 　

件 10件 10件 〇 　 　

R5年度
基準値※

一般廃
棄物

数値目標設定が難しい為、各工事において品目をチェックして使用につとめる。

97.0%96.6%

10件

数値目標設定が難しい為、チェック項目を設けての活動とする。

　

R8年度

評価

71%

R7年度R6年度

706

561

73%

単位

事務用品のグリー
ン購入率向上

10件

713

 

 

551

項目

二酸化炭素排出
量（総量）

二酸化炭素排出
量（売上高当たり）

一般廃
棄物

96.8%96.4%

717

＜備考＞
１．二酸化炭素排出係数は、環境省が公表している電気事業者別排出係数の中部電力㈱の値である0.474（kg-CO2/kwh）を使用。

２．評価　○印：達成　△印：ほぼ達成　×印：達成できず
３．建設副産物の発生量・再使用量については、受注した工事の内容により変わる為目標設定の妥当性がない為、設定していない。
４．R4年度まで水の使用量についても記録・評価していたが、基本的に事務所の水道使用量の把握しか出来ず少量の為改善も出尽くして
いる為目標を設定　　せず維持管理とする。

10件

項目

建設副
産物

建設資材のグリー
ン購入率向上

R5年度

680

10件

96.4%

売上高

基準値

事務用品のグリーン
購入率向上

二酸化炭素排出量
（売上高当たり）

 

710

556

72%

10件

　

※評価→○：達成　△：ほぼ達成　×：未達成

周辺環境に配慮し
た施工

二酸化炭素排出量
（総量）

建設副
産物

単位

 

　

546

70%
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（３）電力使用量[kwh]

（２）売上高当たりの二酸化炭素排出量[kg-CO2/百万円]

（１）総量当たりの二酸化炭素排出量[kg-CO2]
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（５）軽油使用量[リットル]

（４）ガソリン使用量[リットル]

（６）水使用量[m3]
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確認日 確認者 状況

第3条 事業者の責務
廃棄物の適正処理、施策
協力

R6.5.30 高木 遵守

第11条 産業廃棄物処理 事業者の責任で自ら処理 R6.5.30 高木 遵守

第15条 産業廃棄物保管

飛散、流出、地下浸透の
防止
保管場所に掲示板（60㎝
以上）

R6.5.30 高木 遵守

運搬、処分許可業者との
委託契約

R6.5.30

契約書に許可証の写しを
添付

R6.5.30

契約書に5年間保管（終了
日より）

R6.5.30

第8条の20項及び第6項 産業廃棄物管理票

管理票（ﾏﾆﾌｪｽﾄ）の交付
A票の保管
B2票を１０日以内に受領
D票を90日、E票を180日以
内に回収
管理票の写しを5年間保存

R6.6.2 高木 遵守

第12条の3第2項及び第
6項

交付等状況報告 6月30日までに提出 R6.6.19提出 高木 遵守

第12条の第7項及び第8
項

多量排出事業者の
報告義務

産業廃棄物の総排出量が
1000tを超えた年度の翌年
度の6月30日までに産業廃
棄物処理計画書を提出

本年度該当
なし

髙木 該当なし

第16条 不法投棄の禁止 R6.5.30 高木 遵守

第16条の2 野外焼却の禁止 R6.5.30 高木 遵守

建設工事に係る資材の再資
源化等に関する法律（建設
リサイクル法）

第9条、第13条、第16
条

解体工事-80㎡以上
新築・増築工事-
500㎡以上
その他の工作物に
関する工事（土木
工事等－500万円以
上）

発注者に工事計画等を説
明し工事着手7日前までに
市長に届出書を提出

R6.5.30 高木 遵守

建設業に属する事業を行う
者の指定副産物に係る再生
資源の利用の促進に関する
判断の基準となるべき事項
を定める省令（指定副産物
利用促進省令）

第５条
建設発生土の保管
場所の確保

残土置き場にて管理 R6.5.30 高木 遵守

地球温暖化対策の推進に関
する法律(地球温暖化対策
防止法)

第５条 事業者の責務

温室効果ガスの排出抑制
措置（アイドリングス
トップ等、CO2排出抑
制）、国及び地方公共団
体が実施する温室効果ガ
ス排出抑制施策への協力

R6.5.31 高木 遵守

国等による環境物品等の調
達の推進等に関する法律
（グリーン購入法）

第５条
事業者及び国民の
責務

環境物品の選択努力 R6.5.31 高木 遵守

第14条 特定建設作業の届出
開始7日前までに市町村長へ
届け出

R6.5.31 高木 該当なし

第15条
改善勧告及び改善命
令

時間及び周辺環境への配慮 R6.5.31 高木 遵守

第14条 特定建設作業の届出
開始7日前までに市町村長へ
届け出

R6.5.31 高木 該当なし

第15条
改善勧告及び改善命
令

時間及び周辺環境への配慮 R6.5.31 高木 遵守

フロン排出抑制法 第16条
管理者判断基準の遵
守

業務用エアコン・エアコン搭
載重機等の簡易点検又は定期
点検の実施
廃棄するまで記録を保管

R6.5.31 高木 遵守

第４条 事業者の責務
産業廃棄物を自らの責任に
おいて適正に処理

R6.5.31 高木 遵守

第6条
土地所有者等の責
務

産業廃棄物の不適正な処
理が行われないよう所有地
等を適正に管理

R6.5.31 高木 遵守

第10条 実地確認
委託に係る運搬又は処分
が行われる施設の状況を
実地に確認

R6.5.31 高木 遵守

騒音規制法

振動規制法

遵守状況
規制の詳細規制概要条文環境関連法規の名称

産業廃棄物委託基
準

遵守

【　法規・法令　】

○関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去三年間ありませんでした。

○当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反は有りませんでした。

高木

【静岡県条例】

静岡県産業廃棄物の適正な
処理に関する条例

廃棄物の処理及び清掃に関
する法律（廃棄物処理法）

第14条
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タクミ建設株式会社
代表取締役　　岡村　誠　

1.見直しに必要な情報

①環境目標の達成状況

②環境活動計画及び取組み
状況

③環境関連法規の遵守状況

④外部からの苦情・要望等

2024年6月21日

現場レベル・事務レベルでの法令順守は問題ありませんでした。　記録を
参照願います。

外部からの苦情・要望はありませんでした。

環境レポート内及び資料作成用の記録として作成しました。

2.代表者による全体評価と見直し点

日常的に取組が定着している。定期的に周知が必要なものもあるが一定
の効果は出ていると考えます。

⑤エコアクション21　文書・記
録

その他の項目は概ね目標値をクリア出来ており、分析・活動の成果が出ていると感じる。

売上高に対するCO2排出量は基準値、目標値と比較して大幅に高い数
値となった。原因としては軽油の使用量が非常に多かった点があげられ
るが、重機や発電機の稼働する量の多い工事が多かった点があげられ
る。次年度以降の対策としては、低燃費型の建設機械の使用およびエコ
ドライブの徹底などで燃料の使用を抑える工夫をしたい。
一般廃棄物に関しては、分別の意識が定着しており、目標の再資源率を
クリア出来ている。
建設副産物に関しては、再資源率は高い数値でクリアする事が出来た。
引き続き高い意識で取り組みたい。
建設業の特色として、現場の内容により使用するエネルギーの種類や使
用量の割合が毎年変わる事があるが、毎年内容を分析しより環境に配慮
した運用を心がけて行きたい。

【代表者による全体評価】

　建設業の特色として、現場の内容・使用機械によって使用するエネルギーにバラつきが出る為、環境経営活動
の効果が目に見えにくいが、現状有効な取り組みとして、エコドライブ(営業車・建設機械含む)の徹底、環境に配慮した
建設機械の使用を徹底し実施することによって数値的な目標設定のみならず社員一人一人の意識として環境に
配慮した経営活動を心がけて行きたい。

　今年度は公共工事にて重機や発電機を多く使用する現場が複数あり、自社でリースして使用したこともあり、そ
れが原因で軽油の使用量が著しく多かった。

令和2年度より、評価基準値として、過去5年度の平均値を採用しているが、なかなか評価が難しいと感じる。基
準値と合わせて過去の年度の個々の数値共比較しながら分析・評価をしていきたい。
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